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石
田
副
町
長
の
再
任
同
意

平
成
30
年
12
月
31
日
で
任
期
満
了
に
な
る
石
田
副

町
長
の
選
任
を
投
票
で
行
な
わ
れ
、
議
長
を
除
く
11

人
全
員
の
賛
成
に
よ
り
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
一
部
改
正
　

補
正
予
算
な
ど
を
審
議

平
成
30
年
12
月
定
例
会
が
12
月
12
日
か
ら
14
日
ま

で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
に
町
長
か
ら
条
例
制
定
お
よ
び
一
部
改

正
、
副
町
長
の
選
任
、
工
事
請
負
契
約
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
17
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
員
協
議
会

で
審
議
し
ま
し
た
。

第
２
日
目
は
２
人
が
一
般
質
問
で
登
壇
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
事
業
へ
の
提
言
や
大
野
駅
周
辺
の
整
備
計
画

に
関
す
る
提
言
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
３
日
最
終
日
に
本
会
議
を
開
き
、
条
例
制
定
お

よ
び
一
部
改
正
8
議
案
、
工
事
請
負
契
約
等
５
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
３
議
案
、
副
町

長
選
任
の
17
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
23
人
で
し
た
。

医療福祉施設発注支援に1689万円追加
整備総額は11億4877万円

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
に
係
る
農
業
機
械
等
の
無
償
貸
与
・
譲
渡
に
関
す

る
条
例
制
定
や
町
営
住
宅
、
防
災
会
議
な
ど
の
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
い
ち
ご
工
場
外
構
工
事
請
負
契
約
、
新
庁
舎
の
備
品
購
入
契
約
、
職
員
宿
舎
の

取
得
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
医
療
・
福
祉
施
設
の
継
続
費
や
開
所
時
期
、
大
野
駅

周
辺
整
備
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
31
年
度
に
か
け
て
整

備
す
る
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
20
人
が
入

所
可
能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備

の
予
算
は
平
成
30
年
９
月
定
例
会
で
計
上

さ
れ
ま
し
た
が
、
施
設
の
発
注
支
援
委
託

費
１
６
８
９
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

開
所
時
期
は
平
成
32
年
４
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

復
興
再
生
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
市
町

村
の
農
業
復
興
を
図
る
目
的
で
、
市
町
村

が
実
施
す
る
農
業
用
施
設
の
整
備
お
よ
び

農
業
用
機
械
の
導
入
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
、
無
償
貸
与
・
譲
渡
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
意
欲
あ
る
経
営
体
の
育
成
・
確

保
お
よ
び
早
期
の
営
農
再
開
を
支
援
す
る

も
の
で
、
町
で
は
い
ち
ご
工
場
運
営
に
活

用
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
団
体
・
個
人

Ｊ
Ａ
、
営
農
組
合
、
営
農
団
体
、
認
定

農
業
者
、
新
規
就
農
者
な
ど

い
ち
ご
栽
培
施
設
等
外
構
整
備
工
事
が

11
社
の
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。

契
約
会
社　

田
中
建
設
株
式
会
社

工
　
　
期　

平
成
30
年
11
月
14
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で

大
川
原
新
庁
舎
の
備
品
契
約
が
８
社
の

指
名
競
争
入
札
で
決
定
し
ま
し
た
。

契
約
会
社　

株
式
会
社
双
葉
事
務
器

納
入
期
限　

平
成
31
年
３
月
29
日

医
療
・
福
祉
施
設

11
億
４
８
７
７
万
円

被
災
地
域
農
業
復
興

総
合
支
援
事
業

い
ち
ご
工
場
外
構
整
備

１
億
６
７
４
０
万
円

新
庁
舎
備
品
購
入

１
億
５
０
１
２
万
円

【
氏
　
　
名
】
石
田　
仁

【
住
　
　
所
】
大
川
原
字
西
平

【
生
年
月
日
】
昭
和
29
年
6
月
1
日

【
任
　
　
期
】
平
成
31
年
１
月
１
日

か
ら
４
年
間

一般会計

条例制定

請負契約

備品契約
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議
　
案
　
質
　
疑

議
案
審
議
で
は
条
例
改
正
・
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
で
多
く
の
質
疑
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

福島再生加速化交付金事業の被災地域農業支援
いちご工場への無償貸与期間は14年

【
条
例
改
正
】

　
　

い
ち
ご
工
場
に
活
用

す
る
と
あ
る
が
無
償
貸
与

年
数
は
何
年
か
。
他
自
治

体
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
認
定
農
業
者
も
対

象
に
な
っ
て
い
る
が
容
易

に
で
き
る
の
か
。

　

無
償
貸
与
期
間
は
い

ち
ご
工
場
は
14
年
、
管
理

棟
は
22
年
、
農
業
用
機
械

は
７
年
と
な
る
。
貸
与
期

間
を
超
え
た
も
の
は
譲
渡

さ
れ
る
。

他
自
治
体
で
は
南
相
馬

市
と
楢
葉
町
で
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
葛
尾

村
で
は
胡こ

ち
ょ
う
ら
ん

蝶
蘭
栽
培
な
ど

条
例
を
制
定
し
て
７
市
町

村
で
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
補
助
制
度
は

大
規
模
な
営
農
活
動
が
対

被
災
地
農
業
支
援

問答

象
に
な
っ
て
お
り
、
認
定

農
業
者
単
独
で
の
認
定
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

入
居
者
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
が
、
大
川
原

町
営
住
宅
応
募
は
現
在
ど

う
い
う
状
況
か
。

　

12
月
３
日
か
ら
県
内

３
カ
所
で
説
明
会
を
開
催

し
62
世
帯
が
出
席
し
た
。

13
日
現
在
で
は
26
世
帯

の
応
募
が
あ
り
14
日
に
中

間
報
告
、
21
日
締
め
切
り

の
予
定
で
進
め
て
い
る
。

50
世
帯
未
満
の
場
合
は

再
公
募
を
か
け
る
。
公
開

抽
選
は
１
月
17
日
に
実
施

す
る
。

　
　

町
の
防
災
会
議
の
定

数
を
33
人
以
内
か
ら
34
人

以
内
に
見
直
し
た
が
、
新

町
営
住
宅
入
居
基
準

問答防
災
会
議

問

た
に
委
員
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

防
災
の
専
門
委
員
と

し
て
新
た
に
自
衛
隊
と
海

上
保
安
庁
に
入
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

【
一
般
会
計
】

　
　

固
定
資
産
税
が
１
億

１
９
４
６
万
円
減
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　

大
規
模
償
却
資
産
の

算
定
根
拠
と
な
る
課
税
限

度
額
は
、
福
島
県
で
決
め

る
た
め
毎
年
変
動
が
あ
り

本
年
度
は
町
分
が
減
額
に

な
っ
た
。

　
　

解
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

い
わ
き
市
内
７
カ
所

の
内
５
カ
所
解
体
す
る
。

福
島
県
の
事
業
で
11
月

に
入
札
は
終
了
し
施
工
会

答税
収
入

問答い
わ
き
市
仮
設
住
宅
解
体

問答

社
も
決
ま
っ
て
い
る
。

１
月
か
ら
解
体
作
業
を

開
始
し
、
３
月
中
に
は
地

権
者
に
返
す
予
定
で
あ

る
。好

間
第
一
・
第
三
が
残

り
現
在
39
世
帯
が
入
居
し

て
い
る
。

　
　

委
託
費
に
２
億
１
４

７
７
万
円
計
上
さ
れ
た
が

具
体
的
な
内
容
は
。

　

平
成
32
年
３
月
の
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
全
線
開
通
に
併

せ
駅
東
西
口
の
一
部
を
解

除
す
る
た
め
の
事
業
で
、

測
量
、
地
質
調
査
、
物
件

調
査
算
定
、
基
本
設
計
等

一
団
地
整
備
の
委
託
で
あ

る
。町

民
へ
の
説
明
会
は
平

成
31
年
３
月
を
考
え
て
い

る
。

　
　

開
通
式
典
委
託
と
し

て
１
８
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
町
単
独
事
業
か
。

大
野
駅
周
辺
整
備

問答大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備

問

　

環
境
省
、
福
島
県
、

町
の
合
同
で
実
施
す
る
。

　
　

周
辺
に
整
備
さ
れ
る

駐
車
場
は
除
染
廃
棄
物
輸

送
車
の
待
機
専
用
に
な
る

の
か
。

　

輸
送
車
の
渋
滞
緩
和

の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
約
１
５

０
台
が
東
西
に
駐
車
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
す
る
。

今
後
環
境
省
と
協
議
し

一
般
車
両
も
駐
車
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　

国
民
年
金
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
に
21
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
具
体
的
な

内
容
は
。

　

国
民
年
金
法
の
改
定

に
よ
り
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
妊
婦
の
産
前
産
後
８

週
間
の
国
民
年
金
が
免
除

に
な
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
で
あ
る
。

答問答国
民
年
金

問答
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12
月
６
日
、
会
津
若
松
出
張
所
に
お
い
て
東
京
電
力
、
環
境
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
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本
対
策
は
、
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
の
移
設
着

定
マ
ウ
ン
ド
造
成
の
た
め
、
法
律
の
規
定

に
よ
り
町
長
同
意
が
必
要
で
す
。

平
成
31
年
中
完
成
の
予
定
で
す
。

①
輸
送

平
成
31
年
度
の
輸
送
車
両
1
日
平
均
２

４
０
０
台
年
間
４
０
０
万
㎥
の
予
定
に
な

り
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
１
日
平
均
１
２

０
０
台
年
間
１
８
０
万
㎥
で
し
た
。

②
安
全
対
策

工
事
施
工
に
伴
い
、
安
全
に
関
す
る
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
中
間
貯
蔵
工
事
等

協
議
会
を
設
置
し
災
害
防
止
・
交
通
安
全

に
係
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

③
用
地
の
進
捗
状
況

　

用
地
取
得
は
平
成
30
年
11
月
末
日
で
１

６
３
３
人
、
69
・
2
％
が
契
約
が
完
了
済

み
で
す
。

　
　

国
道
２
８
８
号
線
は
狭
く
歩
道
も
な

く
危
険
で
あ
る
。
全
面
拡
幅
を
早
急
に
行

っ
て
ほ
し
い
。

　
　

県
と
協
議
し
な
が
ら
環
境
省
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

問答

原
子
力
災
害
対
策
支
援
拠
点
と
し
て
新

大
熊
単
身
寮
と
大
川
原
駐
車
場
の
2
カ
所

を
整
備
し
、
原
子
力
災
害
時
の
早
期
収
束

と
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ
フ
サ
イ
ト
か
ら

の
支
援
を
迅
速
に
で
き
る
よ
う
整
備
す
る

も
の
で
す
。
運
用
開
始
は
平
成
31
年
4
月

以
降
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

支
援
拠
点
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を

持
た
せ
る
の
か
。
ま
た
常
設
に
す
る
の
か
。

　
　

新
大
熊
単
身
寮
に
は
本
部
機
能
。
駐

車
場
に
は
①
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
の
拠

点
②
入
退
域
管
理
、
被
ば
く
線
量
管
理
③

車
輌
汚
染
検
査
、
除
染
場
な
ど
を
設
置
す

る
。

　

常
設
は
小
型
非
常
用
発
電
機
2
台
と
燃

料
と
テ
ン
ト
収
納
倉
庫
な
ど
で
、
通
常
は

駐
車
場
と
寮
と
し
て
利
用
す
る
。

震
災
時
設
置
さ
れ
た
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
が

津
波
漂
流
物
と
な
り
周
辺
設
備
を
損
傷
さ

せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
内
部
に
モ
ル

タ
ル
を
充
填
さ
せ
着
底
さ
せ
ま
す
。

問答

一  

般  

質  

問

全
員
協
議
会

2人が一般質問

復興への
課題をとらえて

マスコットキャラクターくわちゃんと一緒にハイポーズ
（岩手県北上市更木地区より毎年もち米をいただいています）

１．廣　嶋　公　治 議員� 地区単位の集落史をつくり配布すべき　　　　５

２．千　葉　幸　生 議員� 町長直轄のプロジェクトチームが必要では　　６

ズバリ
町政を問う

原
子
力
災
害
支
援

拠
点
を
大
川
原
へ

津
波
リ
ス
ク
対
策

東京電力

平
成
31
年
度
の
輸
送
車
両

１
日
平
均
２
４
０
０
台

環境省

大熊小学校もちつき大会
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ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事

業
は
避
難
が
続
く
な
か
復

興
が
進
み
震
災
前
の
町
の

姿
、
震
災
で
ど
う
変
化
し

た
の
か
、
復
興
の
過
程
で

ど
ん
な
町
に
な
る
の
か
を

記
録
し
伝
え
行
く
事
業
で

あ
る
。

町
で
は
震
災
記
録
誌
作

成
・
配
布
お
よ
び
中
間
貯

蔵
施
設
内
定
点
撮
影
・
航

空
写
真
記
録
を
実
施
し
て

い
る
。

今
後
は
復
興
拠
点
の
移

り
ゆ
く
姿
の
定
点
撮
影
、

過
去
の
広
報
写
真
整
理
・

デ
ジ
タ
ル
化
、
公
文
書
保

全
、
個
人
文
化
財
救
出
保

管
・
重
要
文
化
財
の
保
全

記
録
等
を
実
施
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

一
方
で
は
町
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
有
識
者
を
交
え
て
議

論
し
て
い
る
が
、
収
集
保

全
し
た
資
料
の
保
管
場
所

活
用
方
法
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

廣
嶋

一  

般  

質  

問
廣
嶋
　
公
治 

議
員

て
提
言
す
る
。

①
過
去
の
広
報
写
真
は
イ

ベ
ン
ト
等
で
展
示
、
要
望

が
あ
れ
ば
写
真
を
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

②
イ
ベ
ン
ト
等
で
町
民
よ

り
写
真
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
を
聞
き
取
り
、
地
区
単

位
で
集
落
史
を
作
り
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

③
中
間
貯
蔵
施
設
内
定
点

撮
影
・
航
空
写
真
・
復
興

拠
点
の
変
化
記
録
は
、
庁

舎
内
の
大
熊
ホ
ー
ル
で
映

像
の
公
開
、
ま
た
ビ
デ
オ

に
収
録
し
希
望
者
に
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

④
個
人
文
化
財
の
救
出
・

保
管
し
た
資
料
は
、
空
調

設
備
を
完
備
し
た
仮
施
設

を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
一
般
公

開
す
べ
き
で
あ
る
。

問 地区単位の集落史をつくり配布すべき

答 地区住民の主体的な取り組みが重要

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業

　
　
　

①
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
や
各
地
で
開
催
す
る
交

流
イ
ベ
ン
ト
、
敬
老
会
等

で
モ
ニ
タ
ー
に
て
上
映
し

よ
り
多
く
の
写
真
を
見
て

も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、

希
望
す
る
町
民
へ
は
可
能

な
限
り
配
布
す
る
。

②
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
で

地
域
が
消
滅
し
て
し
ま
う

各
行
政
区
の
有
形
文
化
財

と
地
域
で
語
り
継
が
れ
た

生
活
史
や
伝
承
な
ど
の
無

形
文
化
財
も
将
来
に
残
し

て
い
く
。

　

各
行
政
区
が
後
世
に
伝

え
た
い
文
化
財
は
地
区
住

民
の
主
体
的
な
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
り
、
町
と
し

て
資
料
提
供
や
活
動
に
対

す
る
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。

③
町
の
成
立
ち
や
震
災
復

興
の
状
況
を
紹
介
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作

成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
す
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
配

布
も
検
討
す
る
。

④
個
人
文
化
財
の
仮
保
管

町
長

文化財を後世に伝えることが重要

施
設
は
大
野
児
童
館
、
大

野
小
学
校
体
育
館
、
町
公

民
館
を
活
用
す
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

資
料
の
公
開
は
秋
の
文

化
展
で
展
示
し
た
と
こ

ろ
、
町
民
よ
り
「
懐
か
し

い
昔
は
こ
の
道
具
を
使
っ

て
い
た
」
な
ど
と
関
心
の

高
さ
を
再
認
識
し
た
の
で

保
全
収
集
し
た
資
料
の
紹

介
に
努
め
、
新
施
設
の
設

置
も
含
め
可
能
な
限
り
速

や
か
に
対
応
し
て
い
く
。



6おおくま議会だより第48号
2019年2月１日発行

千葉　幸生 議員

　
　
　

①
③
駅
周
辺
の
整

備
は
、
用
地
取
得
と
除
染

解
体
を
一
体
的
に
行
う
必

要
が
あ
り
、
解
体
は
用
地

や
建
物
を
取
得
し
て
か
ら

着
手
す
る
。

　

特
に
駅
西
口
は
平
成
31

年
の
秋
頃
の
用
地
取
得
を

目
指
し
常
磐
線
開
通
時
期

ま
で
に
は
、
除
染
解
体
が

終
了
す
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

②
大
野
駅
周
辺
の
概
略
設

計
か
ら
基
本
設
計
は
平
成

31
年
９
月
頃
ま
で
、
実
施

設
計
は
平
成
33
年
３
月
末

頃
ま
で
の
完
了
を
予
定
し

て
い
る
。

④
病
院
敷
地
の
避
難
指
示

は
平
成
31
年
３
月
頃
に
解

除
し
、
病
院
の
早
期
再
開

を
目
指
す
よ
う
県
に
要
望

し
て
い
く
。

次
に
地
権
者
に
対
す
る

用
地
交
渉
や
駅
前
整
備
計

画
の
策
定
に
は
、
人
手
が

足
り
な
い
の
は
事
実
で
あ

り
、
駅
前
整
備
に
特
化
し

た
専
門
の
チ
ー
ム
が
望
ま

町
長

　
　
　

大
野
駅
周
辺
の
一

部
は
、
常
磐
線
の
開
通
に

併
せ
平
成
32
年
３
月
頃
に

は
、
避
難
指
示
解
除
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

駅
周
辺
の
整
備
計
画
の

進
捗
や
具
体
的
な
内
容
の

内
、
次
の
４
項
目
に
つ
い

て
問
う
。

①
常
磐
線
開
通
時
期
ま
で

に
大
野
駅
西
口
は
除
染
解

体
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
終

了
し
、
あ
る
程
度
の
粗
造

成
が
終
了
し
て
い
る
の
か
。

②
駅
周
辺
の
整
備
計
画
の

内
、
基
本
イ
メ
ー
ジ
計
画

図
、
基
本
設
計
、
実
施
設

千
葉

特
化
し
た
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
予
算
や
財
源
の
確
保

か
ら
用
地
取
得
、
移
転
補

償
な
ど
を
専
門
的
に
対
応

し
、
速
や
か
に
基
本
計
画

実
施
計
画
を
策
定
す
る
町

長
直
轄
で
動
く
人
員
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
利

活
用
し
、
直
轄
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
べ
き
と
確
信

す
る
が
所
見
を
問
う
。

計
（
施
工
工
程
表
含
む
）

の
完
成
時
期
は
い
つ
頃
か
。

③
用
地
確
保
の
た
め
の
地

権
者
と
の
交
渉
は
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
用
地
取

得
完
了
は
い
つ
頃
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

④
大
野
病
院
周
辺
の
具
体

的
な
整
備
計
画
は
い
つ
頃

で
き
る
の
か
。
ま
た
県
へ

の
要
請
と
し
て
、
病
院
再

開
時
期
は
い
つ
頃
を
目
指

す
の
か
。

　

次
に
町
長
直
轄
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て

日
常
の
通
常
業
務
に
一
切

関
わ
ら
な
い
駅
前
整
備
に

駅周辺整備計画

問 

町
長
直
轄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
必
要
で
は

答 

今
年
度
中
に
は
専
門
の
部
署
を
設
置
す
る

し
い
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。

今
年
度
中
に
は
用
地
交

渉
等
の
業
務
を
一
本
化
で

き
る
専
門
の
部
署
を
設
置

す
る
。

駅周辺の整備計画を早急に

一  

般  

質  

問
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
10
月
25
日
委
員
会
を
開
催
し
、
総
務
課
、
教
育
総

務
課
、
復
興
事
業
課
よ
り
各
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

再生可能エネルギーと
循環型農業確立を目指す

　

国
道
２
８
８
号
線
の
う

ち
玉
の
湯
ト
ン
ネ
ル
か
ら

県
道
35
号
線
ま
で
の
見
通

し
の
悪
い
場
所
や
狭
い
場

所
３
カ
所
の
整
備
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
は
、
見
通

し
の
悪
い
場
所
は
用
地
交

渉
を
進
め
土
地
買
収
後
に

道
路
を
拡
幅
し
ま
す
。

　

樹
木
の
伐
採
や
バ
リ
ケ

ー
ド
を
後
退
さ
せ
道
路
幅

を
確
保
し
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
部
分
的
な

改
良
で
は
抜
本
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
。
議
会
も

拡
幅
工
事
の
継
続
的
な
要

望
を
確
認
し
て
い
る
の
で

町
も
関
係
者
と
粘
り
強
く

調
整
し
て
欲
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

国
道
２
８
８
号
線

　
10
月
24
日
委
員
会
を
開
催
し
企
画
調
整
課
、
産
業

建
設
課
、
環
境
対
策
課
よ
り
各
施
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

農
地
を
保
全
管
理
し
て

い
く
事
業
と
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
作
物
を
栽
培
し
、
メ

タ
ン
発
酵
技
術
を
活
用
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
と
循
環
型
農
業
の

確
立
を
目
指
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
先
進
地
の

状
況
を
踏
ま
え
て
慎
重
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｒ
大
野
駅
周
辺
、
旧

大
野
病
院
跡
地
、
下
野
上

地
区
を
一
団
地
の
復
興
再

生
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

大
野
駅
周
辺
の
開
発
に

つ
い
て
は
公
募
型
プ
ロ
ポ

バ
イ
オ
マ
ス

駅
周
辺
整
備

ー
ザ
ル
に
よ
り
民
間
企
業

の
知
恵
と
技
術
、
マ
ン
パ

ワ
ー
を
活
用
し
、
早
期
開

発
を
目
指
し
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
今
後
の
用

地
交
渉
に
つ
い
て
は
早
急

に
検
討
し
、
確
実
に
進
め

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

大
熊
町
の
誕
生
か
ら
原

子
力
発
電
所
の
誘
致
、
震

災
前
の
暮
ら
し
や
文
化
等

を
記
録
す
る
事
業
で
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
や
原

発
事
故
に
よ
る
避
難
は
ど

う
行
わ
れ
た
の
か
。

世
界
中
に
注
目
さ
れ
る

大
熊
町
に
し
か
出
来
な
い

記
録
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

　

委
員
か
ら
は
被
災
し
た

町
の
状
況
が
伝
わ
る
よ
う

な
施
設
を
つ
く
る
こ
と
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業

２８８号線拡幅実現へ
議会が要望活動を継続

試験栽培されているエネルギー作物　農地保全に期待
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広
報
公
聴
常
任
委
員
会

傍聴に来てください
３月定例会は７日からの予定です

役場２階議場前で簡単な説明を受け
気軽に傍聴できます

　　　　議会だよりおおくま第47号の5ページ固定資産評価審
査委員の泉田隆一氏の任期が平成30年9月28日から3年間との
表記がありましたが、正しくは平成30年9月22日の誤りでし
た。訂正しお詫び申し上げます。

お詫び
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サ
ー
ク
ル
紹
介

委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

楽しく笑いのたえない場所
茨城おおくま友の会

私たちは茨城方面に避難した町民の交流を深
めることを目的とした会です。現在の会員数は
48名です。
２〜３カ月に１回の割合で集まり陶芸やバー

ベキューやクリスマス会など会員のみなさんの
希望する行事を行っています。
新年会を鵜の岬でやりたいと思います。
今年も会員の意見を聞きながら楽しく笑いの

たえない場所にしていきたいと思います。
ぜひ参加をお待ちしています。

事務局　荒木　敏雄
会　長　玉澤　優子（☎090-3754-7849）

陶芸はむずかしい

子どもたちも参加してます

みんなで食べるとおいしい

もちつき＆クリスマス会

笠間で手びねり体験 きららの里でバーベキュー


